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は
　じ　
め
に

U
T

F

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
「
ユ
ニ
コ
ー
ド
の
文
字
」
を
使
う
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
す
。
従
来p

L AT
E
X

で
は
、

J
IS

X
2
0
8

の
文
字
種
し
か
扱
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
字
種
の
拡
大
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
　し

か然　
し
　な

が乍　
ら
、
商
業
出
版
に
耐
え
う
る
高
品
質
の
書
体
を
使
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
はO

p
en

T
y
p
e

F
o
n
t

の
利
用
を
す
る
た
め
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
文
字
集
合
と
し

て
、J

IS
X

2
1
3

に
完
全
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、U

n
ico

d
e

3
.0

相
当
の
字
体
をU

T
F
1
6

の
コ
ー
ド
で

指
定
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
日
本
語
に
限
っ
て
は
、A

d
o
b
e-J

a
p
a
n
1
-5

のC
ID

番
号
を
直
接
指
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、U

T
F
1
6

の
サ
ロ
ゲ
ー
ト
・
ペ
ア
に
入
っ
て
い
る
字
体
を
使
う
こ
と
が
可
能
で
す
。C

ID

番
号

に
よ
る
直
接
指
定
方
式
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、A
d
o
b
e-J

a
p
a
n
1
-5

に
含
ま
れ
る
様
ヽ
な
異
体
字
お
よ

び
記
号
類
を
用
い
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
対
応
し
て
い
るd

v
iw

a
re

はu
d
v
i
p
s

とd
v
i
p
d
f
m
x

とM
x
d
v
i

で
す
。

尚
、U

T
F

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
扱
え
る
グ
リ
フ
はA

d
o
b
e-J

a
p
a
n
1
-5

の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル
で
な
い
も
の
で

す
。①

使

い

方

こ
の
節
で
は
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
の
使
用
方
法
を
説
明
し
ま
す
。
プ
リ
ア
ン
ブ
ル
で

\
u
s
e
p
a
c
k
a
g
e
{
u
t
f
}

と
書
き
ま
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
に
はe

x
p
e
r
t

が
あ
り
ま
す
。

\
u
s
e
p
a
c
k
a
g
e
[
e
x
p
e
r
t
]
{
u
t
f
}

e
x
p
e
r
t

を
宣
言
す
る
と
仮
名
が
縦
組
専
用
、
ま
た
は
横
組
専
用
の
も
の
に
切
り
替
わ
り
、
ル
ビ
用
の
仮
名
を

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
、

㈠
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ル
ビ
用
仮
名
は
、\

r
u
b
y
f
a
m
i
l
y

と
宣
言
す
る
こ
と
で
使
え
ま
す
。
藤
田
眞
作
先
生
のf

u
r
i
k
a
n
a
.
s
t
y

を
使
う
場
合
、e

x
p
e
r
t

オ
プ
シ
ョ
ン
宣
言
時
に
は
自
動
的
に
置
き
換
わ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
サ
イ
ズ
を
変

え
た
い
場
合
は\

b
e
g
i
n
{
d
o
c
u
m
e
n
t
}

、　以
、　降

に

\
d
e
f
\
r
u
b
y
k
a
t
u
j
i
{
\
r
u
b
y
f
a
m
i
l
y
\
s
c
r
i
p
t
s
i
z
e
}

な
ど
と
宣
言
し
て
く
だ
さ
い
。
（
註
　
プ
リ
ア
ン
ブ
ル
で
定
義
し
て
も
無
効
に
な
り
ま
す
）

基
本
的
な
使
い
方
と
し
て
は
、U

T
F
1
6

の
コ
ー
ド
を\

U
T
F
{
x
x
x
x
}

と
し
て
16
進
４
桁
で
指
定
し
ま
す
。

C
ID

の
コ
ー
ド
を
直
接
指
定
す
る
際
は\

C
I
D
{
x
x
x
x
x
}

と
し
てC

ID

番
号
を
10
進
数
で
入
力
し
ま
す
。

C
ID

番
号
は
ア
ド
ビ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ノ
ー
ト
で
調
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

h
t
t
p
:
/
/
p
a
r
t
n
e
r
s
.
a
d
o
b
e
.
c
o
m
/
a
s
n
/
d
e
v
e
l
o
p
e
r
/
p
d
f
s
/
t
n
/
5
0
7
8
.
A
d
o
b
e
-
J
a
p
a
n
1
-
4
.
p
d
f

h
t
t
p
:
/
/
p
a
r
t
n
e
r
s
.
a
d
o
b
e
.
c
o
m
/
a
s
n
/
d
e
v
e
l
o
p
e
r
/
p
d
f
s
/
t
n
/
5
1
4
6
.
A
d
o
b
e
-
J
a
p
a
n
1
-
5
.
p
d
f

井
上
浩
一
先
生
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
マ
ク
ロ
集u

t
f
a
j
m
a
c
r
o
s
.
s
t
y

が
自
動
で
読
み
込
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
非
常
に
便
利
な
マ
ク
ロ
が
た
く
さ
ん
使
え
ま
す
。
使
用
方
法
は
次
節
で
述
べ
ま
す
。
何
ら
か
の
理

由
で
読
み
込
み
た
く
な
い
場
合
、n

o
m
a
c
r
o

オ
プ
シ
ョ
ン
を
宣
言
し
て
く
だ
さ
い
。

\
u
s
e
p
a
c
k
a
g
e
[
n
o
m
a
c
r
o
]
{
u
t
f
}

②

マ
ク
ロ
集
の
使
い
方

マ
ク
ロ
集
は
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
タ
イ
プ
の
マ
ク
ロ
か
ら
な
り
ま
す
。
一
つ
め
は
　か

こ圍　
み
付
き
の
文
字
、

二
つ
め
は
合
字
、
三
つ
め
は
２
分
幅
な
ど
の
文
字
、
四
つ
め
は
記
号
類
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
方
を
説
明

し
て
い
き
ま
す
。

②
の
1

圍
み
つ
き
文
字

A
d
o
b
e-J

a
p
a
n
1
-5

の
文
字
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
非
常
に
多
く
の
種
類
の
圍
み
文
字
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
容
易
に
指
定
出
来
る
よ
う
に
す
る
マ
ク
ロ
で
す
。\

a
j
M
a
r
u
{
5
4
}

な
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る

こ
と
で
54
の
よ
う
な
表
示
が
得
ら
れ
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
で
の
利
用
は
後
で
述
べ
ま
す
。

コマンド名 最小値 最大値 サンプル

\ajMaru 0 100 ⓪①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
\ajMaru* 0 100 00①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
\ajKuroMaru 0 100 ⓿❶❷❸❹❺❻❼❽❾10
\ajKuroMaru* 0 100 0001020304050607080910
\ajKaku 0 100 012345678910
\ajKaku* 0 100 0001020304050607080910
\ajKuroKaku 0 100 012345678910
\ajKuroKaku* 0 100 0001020304050607080910
\ajMaruKaku 0 100 012345678910
\ajMaruKaku* 0 100 0001020304050607080910
\ajKuroMaruKaku 0 100 012345678910
\ajKuroMaruKaku* 0 100 0001020304050607080910
\ajKakko 0 100 ０⑴⑵⑶⑷⑸⑹⑺⑻⑼⑽
\ajKakko* 0 100 00010203040506070809⑽
\ajRoman 1 15 ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩⅪ
\ajRoman* 1 15 ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩⅪ
\ajroman 1 15 ⅰⅱⅲⅳⅴⅵⅶⅷⅸⅹⅺ
\ajPeriod 1 9 0.⒈⒉⒊⒋⒌⒍⒎⒏⒐
\ajKakkoYobi 1 9 ㈰㈪㈫㈬㈭㈮㈯㈷㉁
\ajKakkoroman 1 15 ⅰⅱⅲⅳⅴⅵⅶⅷⅸⅹ

㈡
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コマンド名 最小値 最大値 サンプル

\ajKakkoRoman 1 15 ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ
\ajKakkoalph 1 26 ⒜⒝⒞⒟⒠⒡⒢⒣⒤⒥
\ajKakkoAlph 1 26 ABCDEFGHIJ
\ajKakkoHira 1 48 あいうえおかきくけこ
\ajKakkoKata 1 48 アイウエオカキクケコ
\ajKakkoKansuji 1 20 ㈠㈡㈢㈣㈤㈥㈦㈧㈨㈩
\ajMaruKansuji 1 10 ㊀㊁㊂㊃㊄㊅㊆㊇㊈㊉
\ajMarualph 1 26 ⓐⓑⓒⓓⓔⓕⓖⓗⓘⓙ
\ajMaruAlph 1 26 ⒶⒷⒸⒹⒺⒻⒼⒽⒾⒿ
\ajMaruHira 1 48 あいうえおかきくけこ
\ajMaruKata 1 48 ㋐㋑㋒㋓㋔㋕㋖㋗㋘㋙
\ajMaruYobi 1 7 ㊐㊊㊋㊌㊍㊎㊏
\ajKuroMarualph 1 26 abcdefghij
\ajKuroMaruAlph 1 26 ABCDEFGHIJ
\ajKuroMaruHira 1 48 あいうえおかきくけこ
\ajKuroMaruKata 1 48 アイウエオカキクケコ
\ajKuroMaruYobi 1 7 日月火水木金土
\ajKakualph 1 26 abcdefghij
\ajKakuAlph 1 26 ABCDEFGHIJ
\ajKakuHira 1 48 あいうえおかきくけこ

コマンド名 最小値 最大値 サンプル

\ajKakuKata 1 48 アイウエオカキクケコ
\ajKakuYobi 1 7 日月火水木金土
\ajKuroKakualph 1 26 abcdefghij
\ajKuroKakuAlph 1 26 ABCDEFGHIJ
\ajKuroKakuHira 1 48 あいうえおかきくけこ
\ajKuroKakuKata 1 48 アイウエオカキクケコ
\ajKuroKakuYobi 1 7 日月火水木金土
\ajMaruKakualph 1 26 abcdefghij
\ajMaruKakuAlph 1 26 ABCDEFGHIJ
\ajMaruKakuHira 1 48 あいうえおかきくけこ
\ajMaruKakuKata 1 48 アイウエオカキクケコ
\ajMaruKakuYobi 1 7 日月火水木金土
\ajKuroMaruKakualph 1 26 abcdefghij
\ajKuroMaruKakuAlph 1 26 ABCDEFGHIJ
\ajKuroMaruKakuHira 1 48 あいうえおかきくけこ
\ajKuroMaruKakuKata 1 48 アイウエオカキクケコ
\ajKuroMaruKakuYobi 1 7 日月火水木金土
\ajNijuMaru 1 10 ⓵⓶⓷⓸⓹⓺⓻⓼⓽⓾
\ajRecycle 0 11 ♲♳♴♵♶♷♸♹♺♻♼

㈢
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②
の
2

合

字

A
d
o
b
e-J

a
p
a
n
1
-5

に
は
組
文
字
と
よ
ば
れ
る
グ
リ
フ
が
存
在
し
ま
す
。
ま
たJ

IS
X

2
1
3

に
含
ま
れ

る
鼻
濁
音
「
か゚
」
な
ど
を
指
定
す
る
た
め
に\

a
j
L
i
g

と
い
う
コ
マ
ン
ド
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え

ば\
a
j
L
i
g
{

株
式
会
社}

と
記
述
す
る
こ
と
で
㍿
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
コ
マ
ン
ド
は
グ
リ
フ
が
組
方
向
に
依

存
す
る
場
合
で
も
、
自
動
的
に
適
切
な
グ
リ
フ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の\

a
j
L
i
g
{

株

式
会
社}

は
横
組
で
は
㍿
と
な
り
ま
す
。
ま
た
鼻
濁
音
や
ア
イ
ヌ
語
を
書
き
表
す
た
め
の
仮
名
は
、e

x
p
e
r
t

オ
プ
シ
ョ
ン
使
用
時
の
組
方
向
お
よ
び
ル
ビ
用
を
自
動
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
適
切
な
グ
リ
フ
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
覧
表
を
載
せ
て
お
き
ま
す
。

引
数

縱

横

引
数

縱

横

引
数

縱

横

明
治

㍾

㍾

大
正

㍽

㍽

昭
和

㍼

㍼

ミ
リ

㍉

㍉

キ
ロ

㌔

㌔

セ
ン
チ

㌢

㌢

セ
ン
チ*

㌢

㌢

メ
ー
ト
ル

㍍

㍍

グ
ラ
ム

㌘

㌘

グ
ラ
ム*

㌘

㌘

ト
ン

㌧

㌧

ア
ー
ル

㌃

㌃

ア
ー
ル*

㌃

㌃

ヘ
ク
タ
ー
ル

㌶

㌶

リ
ッ
ト
ル

㍑

㍑

ワ
ッ
ト

㍗

㍗

ワ
ッ
ト*

㍗

㍗

カ
ロ
リ
ー

㌍

㌍

ド
ル

㌦

㌦

セ
ン
ト

㌣

㌣

セ
ン
ト*

㌣

㌣

パ
ー
セ
ン
ト

㌫

㌫

ミ
リ
バ
ー
ル

㍊

㍊

ペ
ー
ジ

㌻

㌻

ペ
ー
ジ*

㌻

㌻

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

㌖

㌖

キ
ロ
グ
ラ
ム

㌕

㌕

ア
パ
ー
ト

㌀

㌀

ビ
ル

㌱

㌱

マ
ン
シ
ョ
ン

㍇

㍇

株
式
会
社

㍿

㍿

有
限
会
社

有限会社

有限会社

財
団
法
人

財団法人

財団法人

平
成

㍻

㍻

フ
ィ
ー
ト

㌳

㌳

イ
ン
チ

㌅

㌅

イ
ン
チ*

㌅

㌅

ヤ
ー
ド

㍎

㍎

ヤ
ー
ド*

㍎

㍎

ヘ
ル
ツ

㌹

㌹

ヘ
ル
ツ*

㌹

㌹

ホ
ー
ン

㍂

㍂

ホ
ー
ン*

㍂

㍂

コ
ー
ポ

㌞

㌞

コ
ー
ポ*

㌞

㌞

ハ
イ
ツ

㌪

㌪

ハ
イ
ツ*

㌪

㌪

さ
じ

さじ

さじ

ア
ト

アト

アト

ア
ル
フ
ァ

㌁

㌁

ア
ン
ペ
ア

㌂

㌂

イ
ニ
ン
グ

㌄

㌄

ウ
ォ
ン

㌆

㌆

ウ
ル
シ

ウルシ

ウルシ

エ
ー
カ
ー

㌈

㌈

エ
ク
サ

エクサ

エクサ

エ
ス
ク
ー
ド

㌇

㌇

オ
ー
ム

㌊

㌊

オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム

オングストローム

オングストローム

オ
ン
ス

㌉

㌉

オ
ン
ト
ロ

オントロ

オントロ

カ
イ
リ

㌋

㌋

カ
ッ
プ

カップ

カップ

カ
ラ
ッ
ト

㌌

㌌

ガ
ロ
ン

㌎

㌎

ガ
ン
マ

㌏

㌏

ギ
ガ

㌐

㌐

ギ
ニ
ー

㌑

㌑

キ
ュ
リ
ー

㌒

㌒

ギ
ル
ダ
ー

㌓

㌓

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

キロリツトル

キロリットル

キ
ロ
ワ
ッ
ト

㌗

㌗

グ
ス
ー
ム

グスーム

グスーム

グ
ラ
ム
ト
ン

㌙

㌙

ク
ル
サ
ー
ド

クルザハド

クルザード

ク
ル
ゼ
イ
ロ

㌚

㌚

ク
ロ
ー
ネ

㌛

㌛

ケ
ー
ス

㌜

㌜

コ
ル
ナ

㌝

㌝

サ
イ
ク
ル

㌟

㌟

サ
ン
チ
ー
ム

㌠

㌠

シ
リ
ン
グ

㌡

㌡

ダ
ー
ス

㌤

㌤

デ
カ

デカ

デカ

デ
シ

㌥

㌥

テ
ラ

テラ

テラ

ド
ラ
ク
マ

ドラクマ

ドラクマ

ナ
ノ

㌨

㌨

ノ
ッ
ト

㌩

㌩

バ
ー
ツ

バーツ

バーツ

バ
ー
レ
ル

㌭

㌭

パ
ス
カ
ル

パスカル

パスカル

バ
レ
ル

バレル

バレル

ピ
ア
ス
ト
ル

㌮

㌮

ピ
ク
ル

㌯

㌯

ピ
コ

㌰

㌰

フ
ァ
ラ
ッ
ド

㌲

㌲

フ
ァ
ラ
ド

ファラド

ファラド

フ
ェ
ム
ト

フェムト

フェムト

ブ
ッ
シ
ェ
ル

㌴

㌴

フ
ラ
ン

㌵

㌵

ベ
ー
タ

㌼

㌼

ヘ
ク
ト

ヘクト

ヘクト

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル

ヘクトパスカル

ヘクトパスカル

ペ
セ
タ

ペセタ

ペセタ

ペ
ソ

㌷

㌷

ペ
タ

ペタ

ペタ

ペ
ニ
ヒ

㌸

㌸

㈣



② マクロ集の使い方

引
数

縱

横

引
数

縱

横

引
数

縱

横

ペ
ン
ス

㌺

㌺

ポ
イ
ン
ト

㌽

㌽

ホ
ー
ル

㍁

㍁

ボ
ル
ト

㌾

㌾

ホ
ン

㌿

㌿

ポ
ン
ド

㍀

㍀

マ
イ
ク
ロ

㍃

㍃

マ
イ
ル

㍄

㍄

マ
ッ
ハ

㍅

㍅

マ
ル
ク

㍆

㍆

ミ
ク
ロ
ン

㍈

㍈

メ
ガ

㍋

㍋

メ
ガ
ト
ン

㍌

㍌

ヤ
ー
ル

㍏

㍏

ユ
ア
ン

㍐

㍐

ユ
ー
ロ

ユーロ

ユーロ

ラ
ド

ラド

ラド

リ
ラ

㍒

㍒

ル
ー
ブ
ル

㍔

㍔

ル
ク
ス

ルクス

ルクス

ル
ピ
ア

ルピア

ルピア

ル
ピ
ー

㍓

㍓

レ
ム

㍕

㍕

レ
ン
ト
ゲ
ン

㍖

㍖

医
療
法
人

医療法人

医療法人

学
校
法
人

学校法人

学校法人

共
同
組
合

共同組合

共同組合

協
同
組
合

協同組合

協同組合

合
資
会
社

合資会社

合資会社

合
名
会
社

合名会社

合名会社

社
団
法
人

社団法人

社団法人

宗
教
法
人

宗教法人

宗教法人

郵
便
番
号

郵便番号

郵便番号

引数 合字 引数 合字 引数 合字
!! ‼ !? ⁉ ?! ⁈
?? ⁇ !* ! !!* ‼
!?* ⁉
う゛ ゔ ワ゛ ヷ ヰ゛ ヸ
ヱ゛ ヹ ヲ゛ ヺ か゜ か゚
き゜ き゚ く゜ く゚ け゜ け゚
こ゜ こ゚ カ゜ カ゚ キ゜ キ゚
ク゜ ク゚ ケ゜ ケ゚ コ゜ コ゚
セ゜ セ゚ ツ゜ ツ゚ ト゜ ト゚
小か ゕ 小け ゖ 小こ こ
小コ コ 小ク ㇰ 小シ ㇱ
小ス ㇲ 小ト ㇳ 小ヌ ㇴ
小ハ ㇵ 小ヒ ㇶ 小フ ㇷ
小ヘ ㇸ 小ホ ㇹ 小プ ㇷ゚
小ム ㇺ 小ラ ㇻ 小リ ㇼ
小ル ㇽ 小レ ㇾ 小ロ ㇿ

ｺﾝﾄﾛーﾙｼﾝボﾙ 意味 例
\゛ 濁音化 ゔヸ
\゜ 半濁音化 か゚く゚け゚
\！ 拗音化 ㇰㇴㇼ
\○ 丸付き ㊙㊗答

\（引数） 括弧付き ㈱㉀㈸

引数 合字 引数 合字 引数 合字 引数 合字
○上 ㊤ ○中 ㊥ ○下 ㊦ ○左 ㊧
○右 ㊨ ○〒 〶 ○夜 ㊰ ○企 ㊭
○医 ㊩ ○協 ㊯ ○名 ㊔ ○宗 ㊪
○労 ㊘ ○学 ㊫ ○有 ㊒ ○株 ㊑
○社 ㊓ ○監 ㊬ ○資 ㊮ ○財 ㊖
○印 ㊞ ○秘 ㊙ ○大 大 ○小 小
○優 ㊝ ○控 控 ○調 調 ○注 ㊟
○副 副 ○減 減 ○標 標 ○欠 欠
○基 基 ○禁 禁 ○項 ㊠ ○休 ㊡
○女 ㊛ ○男 ㊚ ○正 ㊣ ○写 ㊢
○祝 ㊗ ○出 出 ○適 ㊜ ○特 ㊕
○済 済 ○増 増 ○問 問 ○答 答
○例 例 ○電 電 (株) ㈱ (有) ㈲
(代) ㈹ (至) ㉃ (企) ㈽ (協) ㈿
(名) ㈴ (労) ㈸ (社) ㈳ (監) ㈼
(自) ㉂ (資) ㈾ (財) ㈶ (特) ㈵
(学) ㈻ (祭) ㉀ (呼) ㈺ (祝) ㈷
(休) ㉁ (営) 営 (合) 合 (注) 泫
(問) 問 (答) 答 (例) 例 ●問 問
●答 答 ●例 例 □問 問 □答 答
□例 例 □印 印 □勝 勝 □負 負
■問 問 ■答 答 ■例 例 ◇問 問
◇答 答 ◇例 例 ◆問 問 ◆答 答
◆例 例

㈤



② マクロ集の使い方

引数 合字 引数 合字 引数 合字
mm ㎜ cm ㎝ km ㎞
mg ㎎ kg ㎏ cc ㏄
m2 ㎡ No. № K.K. ㏍
TEL ℡ cm2 ㎠ km2 ㎢
cm3 ㎤ m3 ㎥ dl ㎗
l ℓ kl ㎘ ms ㎳

micros ㎲ ns ㎱ ps ㎰
KB ㎅ MB ㎆ GB ㎇
HP ㏋ Hz ㎐ mb ㏔
ml ㎖ KK. ㏍ Tel ℡
in ㏌ mm2 ㎟ mm3 ㎣
km3 ㎦ sec sec min min
cal ㎈ kcal ㎉ dB ㏈
m ⅿ g ℊ F ℉
TB TB FAX ℻ ohm Ω
AM ㏂ KK ㏍ No №
PH PH PM ㏘ PR ㏚
tel ℡ tm ™ VS VS
a/c ℀ a.m. ㏂ c/c c/c
c.c. ㏄ c/o ℅ dl* ㎗
hPa ㍱ kl* ㎘ l* ℓ

microg ㎍ microm ㎛ ml* ㎖
m/m m/m n/m n/m pH ㏗
p.m. ㏘ mho ℧

例
外
的
な
合
字
と
し
て\

a
j
L
i
g
{

オ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ム*

}

が
あ
り
ま
す
、
こ
れ
は
オントロ
グスーム
の
よ
う
に
合
字
２

文
字
か
ら
な
る
合
字
で
す
。
ま
た
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ン
ボ
ル
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ

ン
ボ
ル
で
す
か
ら
直
後
に
文
字
を
置
い
て
使
え
ま
す
。
た
と
え
ば
、\

○
注
と
入
力
す
る
こ
と
で
㊟
が
得
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、\

（
）
だ
け
は
特
殊
で\

（
株
）
の
よ
う
に
用
い
ま
す
。
結
果
は
㈱
と
な
り
ま
す
。
内
部
的
に
は

こ
れ
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ン
ボ
ル
は\

a
j
L
i
g
{

○
注}

な
ど
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
表
に
舉
げ
た
物
以
外
に
、

\

●
、\

□
、\

■
、\

◇
、\

◆
が
あ
り
ま
す
。

㈥



② マクロ集の使い方

②
の
3

幅
の
違
う
文
字

２
分
幅
の
文
字
（
所
謂
半
角
カ
タ
カ
ナ
な
ど
）
や
３
分
幅
、
４
分
幅
の
数
字
類
も
使
用
出
来
ま
す
。
半
角

の
文
字
は\

a
j

半
角
に
よ
っ
て
使
用
可
能
で
す
。\

a
j

半
角{

半
角
カ
タ
カ
ナ
ひ
ら
が
な}

で
半
角
ｶﾀｶﾅひらがな

が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
組
方
向
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。
引
数
の
中
の
漢
字
等
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

日本国民は､正当に選挙された国会における代表者
を通とて行動し､われらとわれらの子孫のために､諸国民との
協和による成果と､わが国全土にわたつて自由のもたらす
恵沢を確保し､政府の行為によつて再び戦争の惨禍
が起こることのないやうにすることを決意し､ここに主権が国民に
存することを宣言し､この憲法を確定する｡そもそも国政は､
国民の厳粛な信託によるものであつて､その権威は国民に
由来し､その権力は国民の代表者がこれを行使し､その
福利は国民がこれを享受する｡これは人類普遍の原理
であり､この憲法はかかる原理に基くものである｡われらは､これに
反する一切の憲法､法令及び詔勅を排除する｡

日
本
国
民
は､正
当
に選
挙
された国
会
における代
表
者

を通
とて行
動
し､われらとわれらの子
孫
のために､諸
国
民
との

協
和
による成
果
と､わが国
全
土
にわたつて自
由
のもたらす

恵
沢
を確
保
し､政
府
の行
為
によつて再
び戦
争
の惨
禍

が起
こることのないやうにすることを決
意
し､ここに主
権
が国
民
に

存
することを宣
言
し､この憲
法
を確
定
する｡そもそも国
政
は､

国
民
の厳
粛
な信
託
によるものであつて､その権
威
は国
民
に

由
来
し､その権
力
は国
民
の代
表
者
がこれを行
使
し､その

福
利
は国
民
がこれを享
受
する｡これは人
類
普
遍
の原
理

であり､この憲
法
はかかる原
理
に基
くものである｡われらは､これに

反
する一
切
の憲
法
､法
令
及
び詔
勅
を排
除
する｡

３
分
幅
、
４
分
幅
の
数
字
は\

a
j
T
s
u
m
e
s
u
j
i
1
–
\
a
j
T
s
u
m
e
s
u
j
i
4

に
よ
り
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ソ
ー
ス

﹇
全
角
幅
﹈\

a
j
T
s
u
m
e
s
u
j
i
1
{
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
}

﹇
二
分
幅
﹈\

a
j
T
s
u
m
e
s
u
j
i
2
{
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
}

﹇
三
分
幅
﹈\

a
j
T
s
u
m
e
s
u
j
i
3
{
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
}

﹇
四
分
幅
﹈\

a
j
T
s
u
m
e
s
u
j
i
4
{
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
}

・
処
理
結
果

﹇
全
角
幅
﹈
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
﹇
二
分
幅
﹈
1234567890123

456789012345
﹇
三
分
幅
﹈
1234567890123456789012345﹇
四
分
幅
﹈
1234567890123456789012345

ま
た
、\

a
j
T
s
u
m
e
s
u
j
i
*

を
使
う
と
、
桁
数
に
応
じ
て
自
動
的
に
幅
を
適
切
な
も
の
に
変
え
て
く
れ
ま
す
。

引
数
は
４
桁
ま
で
で
す
。
縦
書
き
時
に
は
、\

r
e
n
s
u
j
i
{
\
a
j
T
s
u
m
e
s
u
j
i
*
{
7
9
8
}
}

な
ど
と
入
力
す
る
こ
と

で
以
下
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

西
暦
798
年
２
月
10
日
　
2002
年
12
月
10
日

新
聞
な
ど
の
年
齢
表
示
に
用
い
ら
れ
る
二
三才
の
よ
う
な
括
弧
付
き
の
数
字
の
マ
ク
ロ
が\

a
j
N
e
n
r
e
i
1
–

\
a
j
N
e
n
r
e
i
4

で
す
。
こ
れ
ら
は
組
方
向
に
依
存
し
ま
す
。
ま
た
、
末
尾
の
数
字
に
よ
り
最
後
に
付
加
さ

れ
る
文
字
が
変
わ
り
ま
す
。\

a
j
N
e
n
r
e
i
0

は\
a
j
T
s
u
m
e
k
a
k
k
o

に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

\
a
j
n
e
n
r
e
i
1
–
\
a
j
n
e
n
r
e
i
3

と
い
う
マ
ク
ロ
も
あ
り
ま
す
。
年
齢
で
は
な
く
個
数
を
表
す
、\

a
j
K
o
s
u

と

い
う
マ
ク
ロ
も
あ
り
ま
す
。

・
ソ
ー
ス

\
a
j
T
s
u
m
e
k
a
k
k
o
{
9
}
\
a
j
T
s
u
m
e
k
a
k
k
o
{
9
9
}
\
a
j
T
s
u
m
e
k
a
k
k
o
{
1
0
}
\
a
j
T
s
u
m
e
k
a
k
k
o
{
1
1
2
}
\
\

﹇
１
系
﹈\

a
j
N
e
n
r
e
i
1
{
9
}
\
a
j
N
e
n
r
e
i
1
{
9
9
}
\
a
j
N
e
n
r
e
i
1
{
1
0
}
\
a
j
N
e
n
r
e
i
1
{
1
1
2
}

\
a
j
n
e
n
r
e
i
1
{
9
}
\
a
j
n
e
n
r
e
i
1
{
9
9
}
\
a
j
n
e
n
r
e
i
1
{
1
0
}
\
\

﹇
２
系
﹈\

a
j
N
e
n
r
e
i
2
{
9
}
\
a
j
N
e
n
r
e
i
2
{
9
9
}
\
a
j
N
e
n
r
e
i
2
{
1
0
}
\
a
j
N
e
n
r
e
i
2
{
1
1
2
}

\
a
j
n
e
n
r
e
i
2
{
9
}
\
a
j
n
e
n
r
e
i
2
{
9
9
}
\
a
j
n
e
n
r
e
i
2
{
1
0
}
\
\

﹇
３
系
﹈\

a
j
N
e
n
r
e
i
3
{
9
}
\
a
j
N
e
n
r
e
i
3
{
9
9
}
\
a
j
N
e
n
r
e
i
3
{
1
0
}

\
a
j
n
e
n
r
e
i
3
{
9
}
\
a
j
n
e
n
r
e
i
3
{
9
9
}
\
a
j
n
e
n
r
e
i
3
{
1
0
}
\
\

㈦
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﹇
個
数
﹈\

a
j
N
e
n
r
e
i
4
{
9
}
\
a
j
N
e
n
r
e
i
4
{
9
9
}
\
a
j
N
e
n
r
e
i
4
{
1
0
}

\
a
j
K
o
s
u
{
9
}
\
a
j
K
o
s
u
{
9
9
}
\
a
j
K
o
s
u
{
1
0
}

・
処
理
結
果

(九)九
九
一
〇
一
一二

﹇
１
系
﹈
九
つ
九
九
一
〇
一
一二
九
っ
九
九
一
〇

﹇
２
系
﹈
九
才
九
九才
一
〇才
一
一二才
九
ォ
九
九
十
ォ

﹇
３
系
﹈
九
つ
九
十九
一
〇
九
ッ
九
九
一
〇

﹇
個
数
﹈
九
才
九
十九才
十
才
九
コ
九
九
十
コ

②
の
4

カ
ウ
ン
タ
で
の
利
用

②
の
1
で
説
明
し
た
圍
み
付
き
文
字
の
カ
ウ
ン
タ
で
の
利
用
を
説
明
し
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
で
利
用
す
る
た

め
の
コ
マ
ン
ド
が\

a
j
L
a
b
e
l

で
す
。
既
に
お
気
づ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
ノ
ン
ブ

ル
や
セ
ク
シ
ョ
ン
の
数
字
を
変
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
プ
リ
ア
ン
ブ
ル
で
、

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
p
a
g
e
}
{
\
a
j
L
a
b
e
l
\
a
j
K
a
k
k
o
K
a
n
s
u
j
i
{
p
a
g
e
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
s
e
c
t
i
o
n
}
{
\
a
j
L
a
b
e
l
\
a
j
M
a
r
u
{
s
e
c
t
i
o
n
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n
}
{
\
t
h
e
s
e
c
t
i
o
n
Ã

の\
a
j
L
a
b
e
l
\
a
j
M
a
r
u
K
a
k
u
{
s
u
b
s
e
c
t
i
o
n
}
}

と
再
定
義
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、\

a
j
L
a
b
e
l

の
後
に
圍
み
文
字
の
コ
マ

ン
ド
名
を
書
き
、
そ
の
後
に
引
数
と
し
て
カ
ウ
ン
タ
名
を
書
き
ま
す
。
サ
ン
プ
ル
と
し
てe

n
u
m
e
r
a
t
e

環
境

で
の
使
用
例
を
載
せ
ま
す
。

・
設
定
例

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
}
{
\
a
j
L
a
b
e
l
\
a
j
M
a
r
u
*
{
e
n
u
m
i
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i
}
{
\
a
j
L
a
b
e
l
\
a
j
M
a
r
u
K
a
k
u
{
e
n
u
m
i
i
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i
i
}
{
\
a
j
L
a
b
e
l
\
a
j
K
a
k
u
A
l
p
h
{
e
n
u
m
i
i
i
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
v
}
{
\
r
e
n
s
u
j
i
{
\
a
j
L
a
b
e
l
\
a
j
T
u
m
e
s
u
j
i
*
{
e
n
u
m
i
v
}
}
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
l
a
b
e
l
e
n
u
m
i
i
}
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
l
a
b
e
l
e
n
u
m
i
i
i
}
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i
i
}

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
l
a
b
e
l
e
n
u
m
i
v
}
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i
v
}

\
m
a
k
e
a
t
l
e
t
t
e
r

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
p
@
e
n
u
m
i
i
}
{
\
t
h
e
e
n
u
m
i

の}
\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
p
@
e
n
u
m
i
i
i
}
{
\
p
@
e
n
u
m
i
i
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i

の}
\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
p
@
e
n
u
m
i
v
}
{
\
p
@
e
n
u
m
i
i
i
\
t
h
e
e
n
u
m
i
i
i

の}
\
m
a
k
e
a
t
o
t
h
e
r

⑯
福
田
恆
存

31
私
の
國
語
敎
室

J
文
庫
本

112
新
潮
文
庫

113
中
公
文
庫

114
文
春
文
庫

K
ハ
ー
ド
カ
ヴ
ァ
ー

35
新
潮
社

32
日
本
へ
の
遺
言

⑰
内
田
百
閒

⑱
森
鷗
外

項
目
を
参
照
し
て
み
ま
す
、「
⑯
の
31
の
J
の
113
」
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

㈧



② マクロ集の使い方

②
の
5

踊
り
字
、
記
号
な
ど

文
学
作
品
を
組
版
す
る
た
め
の
踊
り
字
な
ど
や
、
文
書
に
　い

ろ
ど彩　り

を
与
え
る
記
号
類
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
。

☆
印
の
つ
い
た
コ
マ
ン
ド
は
縦
組
で
の
み
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

コマンド名 記号 コマンド名 記号
\ajSenteMark ☗ \ajGoteMark ☖
\ajClub ♣ \ajvarClub ♧
\ajHeart ♡ \ajvarHeart ♥
\ajDiamond ♢ \ajvarDiamond ♦
\ajSpade ♠ \ajvarSpade ♤
\ajPostal 〠 \ajvarPostal 〶
\ajSun ☀ \ajCloud ☁
\ajUmbrella ☂ \ajSnowman ☃
\ajUta 〽 \ajCommandKey ⌘
\ajReturnKey ⏎ \ajCheckmark ✓
\ajVisibleSpace ␣ \ajPhone ☎
\ajJIS 〄 \ajJAS JAS
\ajBall 野球 \ajHotSpring ♨
\ajWhiteFlorette ❀ \ajBlackFlorette ✿
\ajRightBArrow ➡ \ajLeftBArrow ⬅
\ajUpBArrow ⬆ \ajDownBArrow ⬇
\ajRightHand ☞ \ajLeftHand ☜
\ajUpHand ☝ \ajDownHand ☟
\ajRightScissors ✂ \ajLeftScissors ✂
\ajUpScissors ✂ \ajDownScissors ✂
\ajRightWArrow ⇦ \ajLeftWArrow ⇨
\ajUpWArrow ⇧ \ajDownWArrow ⇩
\ajRightDownArrow ↘ \ajLeftDownArrow ↙

コマンド名 記号 コマンド名 記号
\ajLeftUpArrow ↖ \ajRightUpArrow ↗
\ajWhiteSesame ﹆ \ajBlackSesame ﹅
\ajNinoji 〻 \ajvarNinoji☆ 〻
\ajYusuriten☆ ヽ \ajMasu 〼
\ajYori ゟ \ajKoto ヿ
\ajKunoji☆ 〳

〵 \ajKunojiwithBou☆
、　、　〳
、　、　〵

\ajDKunoji☆ 〴
〵 \ajDKunojiwithBou☆

、　、　〴
、　、　〵

\ajKuntenの引数と得られるグリフ
引数 記号 引数 記号 引数 記号 引数 記号
レ ㆑ 一 ㆒ 二 ㆓ 三 ㆔
四 ㆕ 上 ㆖ 中 ㆗ 下 ㆘
甲 ㆙ 乙 ㆚ 丙 ㆛ 丁 ㆜
天 ㆝ 地 ㆞ 人 ㆟

一レ ㆒㆑ 上レ
㆖㆑ 甲レ

㆙㆑ 天レ ㆝㆑

□｜ 　㆐ 二｜ ㆓㆐ 三｜ ㆔㆐ 四｜ ㆕㆐
中｜ ㆗㆐ 下｜ ㆘㆐ 乙｜ ㆚㆐ 丙｜ ㆛㆐
丁｜ ㆜㆐ 地｜ ㆞㆐ 人｜ ㆟㆐ ｜□ ㆐　
｜二 ㆐㆓ ｜三 ㆐㆔ ｜四 ㆐㆕ ｜中 ㆐㆗
｜下 ㆐㆘ ｜乙 ㆐㆚ ｜丙 ㆐㆛ ｜丁 ㆐㆜
｜地 ㆐㆞ ｜人 ㆐㆟

注意　□は全角のスペースを表します

☆
訓
点
文
に
つ
い
て
は
④
節
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

傍
点
を
白
ゴ
マ
傍
点
（
﹆
）
に
変
更
し
て
み
ま
し
ょ
う
、t

b
o
o
k

な
ど
の
場
合\

b
o
u
t
e
n
c
h
a
r

を
変
更
す

る
こ
と
で
変
更
出
来
ま
す
。

\
r
e
n
e
w
c
o
m
m
a
n
d
{
\
b
o
u
t
e
n
c
h
a
r
}
{
\
h
b
o
x
Ã
t
o
Ã
1
z
h
{
\
t
a
t
e
\
h
f
i
l
\
t
i
n
y
\
a
j
W
h
i
t
e
S
e
s
a
m
e
}
}

こ
れ
で
傍
点
が
﹆　変
﹆　更

さ
れ
ま
す
。\

a
j
K
u
n
o
j
i
w
i
t
h
B
o
u

は
内
部
で\

b
o
u

を
用
い
て
定
義
さ
れ
て
ま
す
の

で
、
自
動
的
に
変
更
さ
れ
ま
す
（
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
）。
上
記
の
定
義
は
﹆　い
﹆　ろ
﹆　﹆　〳
﹆　﹆　〵
実
験
し
て
得
ら
れ
た
結

果
で
す
。
よ
り
良
い
定
義
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。

㈨



③ 漢字　の　利用

③

漢
字
　の　
利
用

A
d
o
b
e-J

a
p
a
n
1
-5

に
はJ

IS
X

2
1
3

で
は
包
摂
さ
れ
て
い
る
漢
字
やU

N
IC

O
D

E

で
包
摂
さ
れ
て
い

る
漢
字
の
異
体
字
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

③
の
1

異
体
字
の
利
用

文
書
中
で
異
体
字
を
簡
単
に
呼
び
出
す
た
め
に

u
t
f
a
j
m
a
r
c
o
s
.
s
t
y

で
は
、\

a
j
V
a
r
{
n
a
m

e
}

と
い

う
コ
マ
ン
ド
が
あ
り
ま
す
。
呼
び
出
さ
れ
る
異
体
字
を
定
義
す
る
マ
ク
ロ
と
し
て
、\

a
j
C
I
D
V
a
r
D
e
f
,

\
a
j
C
I
D
V
a
r
L
i
s
t
,
\
a
j
U
T
F
V
a
r
D
e
f
,
\
a
j
U
T
F
V
a
r
L
i
s
t

が
あ
り
ま
す
。\

a
j
X
X
X
V
a
r
D
e
f

は
一
つ
の
異

体
字
を
定
義
す
る
コ
マ
ン
ド
、\

a
j
X
X
X
V
a
r
L
i
s
t

は
複
数
の
異
体
字
を
同
時
に
定
義
す
る
コ
マ
ン
ド
で
す
。

\
a
j
X
X
X
V
a
r
L
i
s
t

に
お
い
て
２
文
字
以
上
の
引
数
を
定
義
す
る
と
き
は
引
数
を{

}

で
く
く
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
定
義
用
の
マ
ク
ロ
は
プ
リ
ア
ン
ブ
ル
で
の
み
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
使
用
例
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
プ
リ
ア
ン
ブ
ル
で
、

\
a
j
C
I
D
V
a
r
D
e
f
{

高}
{
8
7
0
5
}
\
a
j
U
T
F
V
a
r
D
e
f
{

漢}
{
f
a
4
7
}

\
a
j
C
I
D
V
a
r
L
i
s
t
{

吉=
1
3
7
0
6
Ã

教=
8
4
7
1
Ã

鴎=
7
6
4
6
Ã

崎=
1
4
2
9
0
Ã

第=
1
3
9
1
0

角=
1
3
6
8
2
Ã
{

ば
く}

=
1
5
1
9
2
Ã
{
S
a
k
i
2
}
=
1
7
0
0
9
Ã
{

間2
}
=
1
3
6
9
3
}

\
a
j
U
T
F
V
a
r
L
i
s
t
{

間=
9
5
9
2
Ã

黒=
9
e
d
1
Ã

黄=
9
E
C
3
Ã

内=
5
1
6
7
Ã

♪=
2
6
6
c
}

の
よ
う
に
定
義
し
て
お
け
ば
、\

a
j
V
a
r
{

鴎}

と
書
く
こ
と
で
「
鷗
」
が
得
ら
れ
ま
す
。
指
定
さ
れ
て
い
る
数

値
は
、C

I
D

の
場
合
はC

ID
N

u
m

b
er

を
10
進
数
で
、U

T
F

の
場
合
はU

T
F
1
6

の
コ
ー
ド
を
16
進
数
で
指

定
し
ま
す
。
同
じ
名
前
を
登
録
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
後
の
も
の
が
有
効
に
な
り
ま
す
。
お
気
を
付
け
下
さ

い
。u

t
f
m
a
c
r
o
s
.
s
t
y

に
は
コ
メ
ン
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
名
外
字
の
サ
ン
プ
ル
を
定
義
す
る
例

が
載
っ
て
い
ま
す
。
參
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

上
で
定
義
し
た
も
の
を
表
示
さ
せ
て
み
ま
す
。「
髙
𠮷
敎
鷗
﨑
㐧
⻆
邈
𥔎
閒
漢
閒
黑
黃
內
♬
」

よ
く
使
わ
れ
る
（
と
思
わ
れ
る
）
人
名
の
外
字
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。\

a
j
M
a
y
u
H
a
m
a
,

\
a
j
T
a
t
s
u
S
a
k
i
,
\
a
j
H
a
s
h
i
g
o
T
a
k
a
,
\
a
j
T
s
u
c
h
i
Y
o
s
h
i

で
そ
れ
ぞ
れ
、
濵
、
﨑
、
髙
、
𠮷
が
だ
せ
ま
す
。

③
の
2

サ
ン
プ
ル

こ
こ
で
は
青
空
文
庫
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
o
z
o
r
a
.
g
r
.
j
p
/

）
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
を
元
に
、

第
一
水
準
の
漢
字
の
み
で
す
がJ

IS

で
包
摂
さ
れ
て
い
る
字
形
を
（
所
謂
）
旧
字
体
に
置
き
換
え
た
サ
ン
プ

ル
を
ソ
ー
ス
と
と
も
に
載
せ
ま
す
。
置
き
換
え
に
つ
い
て
は
、
一
次
テ
キ
ス
ト
の
再
現
を
目
指
し
た
物
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
正
当
性
を
主
張
す
る
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
雰
圍
気
を
出
す
程
度
の
物
で
す
。
微
妙

な
字
形
の
差
に
注
意
し
て
ご
覧
下
さ
い
。

置
き
換
え
前

シ
ャ
ク
自
身
に
し
て
も
、
自
分
の
近
頃
し
て
ゐ
る
事
柄
の
意
味
を
知
つ
て
は
ゐ
な
い
。
勿
論
、
普
通
の

所
謂
　つ憑　
き
も
の
と
違
ふ
ら
し
い
こ
と
は
、
シ
ャ
ク
も
氣
が
つ
い
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
何
故
自
分
は
斯
ん

な
奇
妙
な
仕
草
を
幾
月
に
も
亙
つ
て
續
け
て
、
猶
、
倦
ま
な
い
の
か
、
自
分
で
も
解
ら
ぬ
故
、
や
は
り

之
は
一
種
の
憑
き
も
の
の
所
爲
と
考
へ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
つ
て
ゐ
る
。

置
き
換
え
後

シ
ャ
ク
自
身
に
し
て
も
、
自
分
の
近
頃
し
て
ゐ
る
事
柄
の
意
味
を
知
つ
て
は
ゐ
な
い
。
勿
論
、
普
通
の

所
謂
　つ憑　
き
も
の
と
違
ふ
ら
し
い
こ
と
は
、
シ
ャ
ク
も
氣
が
つ
い
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
何
故
自
分
は
斯
ん

な
奇
妙
な
仕
草
を
幾
月
に
も
亙
つ
て
續
け
て
、
猶
、
倦
ま
な
い
の
か
、
自
分
で
も
解
ら
ぬ
故
、
や
は
り

之
は
一
種
の
憑
き
も
の
の
所
爲
と
考
へ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
つ
て
ゐ
る
。

㈩



④ 訓点文用スタイルファイルとの併用

ソ
ー
ス
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ク
自
身
に
し
て
も
、
自\

C
I
D
{
1
3
4
9
9
}

の\
C
I
D
{
1
3
7
3
0
}

頃
し
て
ゐ
る
事\

C
I
D
{
2
0
1
4
5
}

の

\
C
I
D
{
1
3
6
3
9
}

味
を
知
つ
て
は
ゐ
な
い
。
勿
論
、\

C
I
D
{
2
0
1
3
9
}
\
C
I
D
{
1
3
9
3
9
}

の\
C
I
D
{
1
3
8
2
6
}

謂
　つ憑　
き
も
の
と\

C
I
D
{
1
3
6
4
1
}

ふ
ら
し
い
こ
と
は
、
シ
ャ
ク
も
氣
が
つ
い
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
何
故

自\
C
I
D
{
1
3
4
9
9
}

は
斯
ん
な
奇
妙
な
仕
草
を
幾\

C
I
D
{
1
3
7
4
6
}

に
も
亙
つ
て
續
け
て
、\

C
I
D
{
1
4
0
7
2
}

、

\
C
I
D
{
7
6
7
4
}

ま
な
い
の
か
、
自\

C
I
D
{
1
3
4
9
9
}

で
も
解
ら
ぬ
故
、
や
は
り
之
は
一
種
の
憑
き
も
の

の\
C
I
D
{
1
3
8
2
6
}

爲
と\

C
I
D
{
1
3
4
4
5
}

へ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
つ
て
ゐ
る
。

中
島
敦
「
狐
憑
」
よ
り
引
用

④

訓
点
文
用
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
と
の
併
用

訓
点
が
施
さ
れ
た
文
章
をp

T
E
X

で
書
く
た
め
の
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
大
返
し
や
二
の
字
点
は
フ
ォ
ン
ト
が
無
か
っ
た
た
め
、
い
ず
れ
の
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
に
置
い
て
も

代
用
案
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。U

T
F

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
利
用
す
れ
ば
、
大
返
し
や
二
の
字
点
は
勿
論
、
返

り
点
用
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
字
形
（
註
　A

d
o
b
e
-J

a
p
a
n
1
-5

準
拠
の
フ
ォ
ン
ト
が
必
要
で
す
）
を
用
い
る
こ
と
が
出
来
ま

す
の
で
、
訓
点
文
用
の
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
と
併
用
出
来
れ
ば
、
よ
り
美
し
い
結
果
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
節
で
は
、U

T
F

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
訓
点
文
用
の
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
併
用
す
る
方
法
を
解
説
し
ま

す
。u

t
f
a
j
m
a
c
r
o
s
.
s
t
y

で
は
、
金
水
敏
先
生
の
作
成
さ
れ
たk

u
n
t
e
n
2
e
.
s
t
y

と
藤
田
眞
作
先
生
の
作
成

さ
れ
たs

f
k
a
n
b
u
n
.
s
t
y

と
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
が
読
み
込
ま
れ
た
場
合
、

自
動
的
に
返
り
点
を
専
用
の
グ
リ
フ
に
置
き
換
え
る
よ
う
に
再
定
義
す
る
準
備
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、

e
x
p
e
r
t

オ
プ
シ
ョ
ン
使
用
時
に
は
送
り
仮
名
、
振
り
仮
名
も
ル
ビ
用
の
仮
名
に
置
き
換
わ
る
よ
う
に
設
定
さ

れ
ま
す
。
自
動
的
に
置
き
換
え
て
し
ま
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
ご
安
心
下
さ
い
。

専
用
の
グ
リ
フ
に
置
き
換
え
る
た
め
に
は
、本
文
で（\

b
e
g
i
n
{
d
o
c
u
m
e
n
t
}

以
降
で
）、\D

e
c
l
a
r
e
A
J
K
u
n
d
o
k
u
S
t
y
l
e

を
宣
言
す
れ
ば
返
り
点
が
専
用
の
グ
リ
フ
で
置
き
換
え
ら
れ
ま
す
。

宣
言
し
た
後
、
元
に
戻
す
に
は\

D
e
c
l
a
r
e
O
r
i
g
i
n
a
l
K
u
n
d
o
k
u
S
t
y
l
e

を
宣
言
し
ま
す
。
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
で
の
使
い
方
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
以
下
、
ソ
ー
ス
部
分
で
□
は
全
角
ス
ペ
ー

ス
を
表
す
も
の
と
し
ま
す
。

�

詳
し
く
説
明
し
ま
す
と
、\b

e
g
i
n
{
d
o
c
u
m
e
n
t
}

の
展
開
時
に
訓
点
文
用
の
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
が
定
義

さ
れ
て
い
た
ら
、そ
れ
ら
の
マ
ク
ロ
を
待
避
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。\

D
e
c
l
a
r
e
A
J
K
u
n
d
o
k
u
S
t
y
l
e

が

宣
言
さ
れ
た
ら
、マ
ク
ロ
を
修
正
し
た
も
の
に
置
き
換
え
ま
す
。
ま
た
、sf

k
a
n
b
u
n
.
s
t
y

は
送
り
仮
名
の
サ
イ
ズ

を\
k
u
n
d
o
k
u
s
i
z
e

で
置
き
換
え
ら
れ
ま
す
が
、こ
れ
を
文
書
中
で
置
き
換
え
る
とe

x
p
e
r
t

オ
プ
シ
ョ
ン
使
用

時
の
ル
ビ
用
仮
名
の
設
定
が
有
効
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
は
、\D

e
c
l
a
r
e
A
J
K
u
n
d
o
k
u
S
t
y
l
e
[
\
s
m
a
l
l
]

な
ど
と
指
定
す
る
こ
と
で
、\

k
u
n
d
o
k
u
s
i
z
e

を\
s
m
a
l
l

な
ど
に
で
き
ま
す
。

④
の
1

k
u
n
t
e
n
2
e
.
s
t
y

と
の
併
用

返
り
点
が
置
き
換
わ
る
と
こ
ろ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
先
ほ
ど
書
い
た
通
り\

D
e
c
l
a
r
e
A
J
K
u
n
d
o
k
u
S
t
y
l
e

を
宣
言
す
る
だ
け
で
す
。

　
【
ソ
ー
ス
】\
u
k
u
n
{

為\
r
e
t
e
n
\
Ã

君}
{

キ
ミ
ガ
タ
メ
ニ}

\
u
k
u
n
{

事\
n
i
t
e
n
Ã

□
容
□
飾\

i
t
i
t
e
n
}
{

ヨ

ウ
シ
ヨ
ク
ヲ
コ
ト
ト
ス
レ
ド
モ}

□
□
飲\

r
e
t
e
n
k
a
n
a
{

ム}

酒
□
□
不\

k
o
k
a
n
a
{
}
{

二}

亦\
k
o
k
a
n
a
{

タ}
{
}

説\
k
o
k
a
n
a
{

バ
シ
カ
ラ}

{

一}

乎

【
変
更
前
】

キ
ミ
ガ
タ
メ
ニ

為–／
君

ヨ
ウ
シ
ヨ
ク
ヲ
コ
ト
ト
ス
レ
ド
モ

事
二

　
容
　
飾
一

　
　
飲
ム–／

酒
　
　
不
二

亦
タ

説
バ
シ
カ
ラ

一

乎

【
変
更
後
】

キ
ミ
ガ
タ
メ
ニ

為
㆑

君
ヨ
ウ
シ
ヨ
ク
ヲ
コ
ト
ト
ス
レ
ド
モ

事
㆓

　
容
　
飾
㆒

　
　
飲
ム㆑

酒
　
　
不
㆓

亦
タ

説
バ
シ
カ
ラ

㆒

乎

返
り
点
の
部
分
は
自
動
的
に
置
き
換
わ
り
ま
す
が
、踊
り
字
に
つ
い
て
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。\

o
d
o
r
i
h
u
k
u

十一



④ 訓点文用スタイルファイルとの併用

と\
o
d
o
r
i
i

を
置
き
換
え
ま
す
。
プ
リ
ア
ン
ブ
ル
に
次
の
２
行
を
記
述
し
ま
す
。

\
l
e
t
\
o
d
o
r
i
h
u
k
u
=
\
a
j
K
u
n
o
j
i

\
l
e
t
\
o
d
o
r
i
i
=
\
a
j
v
a
r
N
i
n
o
j
i

\
a
j
v
a
r
N
i
n
o
j
i

（
〻
）
の
代
わ
り
に
、\

a
j
N
i
n
o
j
i

（
〻
）
や\

a
j
Y
u
s
u
r
i
t
e
n

（
ヽ
）
を
使
っ
て
も
い
い

で
し
ょ
う
。

【
変
更
前
】
う
ろ
/\
き
ょ
ろ
/\
　
◇
侃
ゝヽ
諤
ゝヽ
（
註
　\

o
d
o
r
i
i

は
少
し
修
正
し
て
あ
り
ま
す
）

【
変
更
後
】
う
ろ
〳
〵
き
ょ
ろ
〳
〵
　
◇
侃
〻
諤
〻

音
号
符
と
訓
号
符
も
定
義
し
て
お
き
ま
す
、
プ
リ
ア
ン
ブ
ル
に
次
の
２
行
を
記
述
し
ま
す
。

\
d
e
f
\
o
n
g
o
f
u
{
\
k
a
e
r
i
t
e
n
{
\
a
j
K
u
n
t
e
n
{

□
｜}

}
}

\
d
e
f
\
k
u
n
g
o
f
u
{
\
k
a
e
r
i
t
e
n
{
\
a
j
K
u
n
t
e
n
{

｜
□}

}
}

【
使
用
例
】
得
下
へ

成
　㆐

就
ヲ

　
　
昔
㆐　

者

④
の
2

s
f
k
a
n
b
u
n
.
s
t
y

と
の
併
用

先
ほ
ど
と
同
様
に
、
踊
り
字\

n
i
n
o
j
i
t
e
n

を
置
き
換
え
ま
す
。
プ
リ
ア
ン
ブ
ル
に
次
の
１
行
を
記
述
し

ま
す
。

\
l
e
t
\
n
i
n
o
j
i
t
e
n
=
\
a
j
v
a
r
N
i
n
o
j
i

返
り
点
、
踊
り
字
が
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
下
さ
い
。

　
【
ソ
ー
ス
】
顔
淵
・
季
路\

k
u
n
d
o
k
u
{

侍}
{
}
{

ス}
{
}
(

。)

子\
k
u
n
d
o
k
u
{

曰}
{
}
{

ハ
ク}

{
}
(

、)
%

\
k
u
n
d
o
k
u
{

盍}
{

な
ん}

{

ゾ}
{

三}
<

ル
ト>

各\
n
i
n
o
j
i
t
e
n
\
k
u
n
d
o
k
u
{

言}
{
}
{

ハ}
{

二}
%

\
k
u
n
d
o
k
u
{

爾}
{

な
ん
ぢ}

{

ノ}
{
}
\
k
u
n
d
o
k
u
{

志}
{
}
{

ヲ}
{

一}
(

。)
%

子
路\

k
u
n
d
o
k
u
{

曰}
{
}
{

ハ
ク}

{
}
(

、)
\
k
u
n
d
o
k
u
{

願}
{
}
{

ハ
ク
ハ}

{
}

車
馬
衣%

\
k
u
n
d
o
k
u
{

軽}
{

け
い}

{
}
{
}
\
k
u
n
d
o
k
u
{

裘}
{

き
ゅ
う}

{
}
{
}
(

、)
\
k
u
n
d
o
k
u
{

與}
{
}
{
}
{

二}

朋
\
k
u
n
d
o
k
u
{

友}
{
}
{
}
{

一}
\
k
u
n
d
o
k
u
{

共}
{
}
{

ニ
シ}

{
}
(

、)
\
k
u
n
d
o
k
u
{

敝}
{

や
ぶ}

{

ル
モ}

{
レ}

%

\
k
u
n
d
o
k
u
{

之}
{
}
{

ヲ}
{
}

而\
k
u
n
d
o
k
u
{

無}
{
}
{

カ
ラ
ン
ト}

{

レ}
\
k
u
n
d
o
k
u
{

憾}
{

う
ら}

{

ミ}
{
}
(

。)
%

顔
淵\

k
u
n
d
o
k
u
{

曰}
{
}
{

ハ
ク}

{
}
(

、)
\
k
u
n
d
o
k
u
{

願}
{
}
{

ハ
ク
ハ}

{
}
\
k
u
n
d
o
k
u
{

無}
{
}
{

ク}
{

レ}
%

\
k
u
n
d
o
k
u
{

伐}
{

ほ
こ}

{

ル}
{

レ}
\
k
u
n
d
o
k
u
{

善}
{
}
{

ニ}
{
}
(

、)
\
k
u
n
d
o
k
u
{

無}
{
}
{

カ
ラ
ン
ト}

{

レ}
%

\
k
u
n
d
o
k
u
{

施}
{
}
{

ス
コ
ト}

{

レ}
\
k
u
n
d
o
k
u
{

勞}
{
}
{

ヲ}
{
}
(

。)

子
路\
k
u
n
d
o
k
u
{

曰}
{
}
{

ハ
ク}

{
}
(

、)
%

\
k
u
n
d
o
k
u
{

願}
{
}
{

ハ
ク
ハ}

{
}
\
k
u
n
d
o
k
u
{

聞}
{
}
{

カ
ン
ト}

{

二}

子
之\

k
u
n
d
o
k
u
{

志}
{
}
{

ヲ}
{

一}
(

。)
%

子\
k
u
n
d
o
k
u
{

曰}
{
}
{

ハ
ク}

{
}
(

、)

老\
k
u
n
d
o
k
u
{

者}
{
}
{

ハ}
{
}
\
k
u
n
d
o
k
u
{

安}
{
}
{

ン
ゼ
シ
メ}

{

レ}
%

\
k
u
n
d
o
k
u
{

之}
{
}
{

ヲ}
{
}
(

、)

朋\
k
u
n
d
o
k
u
{

友}
{
}
{

ハ}
{
}
\
k
u
n
d
o
k
u
{

信}
{
}
{

ゼ
シ
メ}

{

レ}
%

\
k
u
n
d
o
k
u
{

之}
{
}
{

ヲ}
{
}
(

、)

少\
k
u
n
d
o
k
u
{

者}
{
}
{

ハ}
{
}
\
k
u
n
d
o
k
u
{

懐}
{

な
つ}

{

ケ
シ
メ
ン
ト}

{

レ}
%

\
k
u
n
d
o
k
u
{

之}
{
}
{

ヲ}
{
}
(

。)
%

【
変
更
前
】
顔
淵
・
季
路
　ス

。
侍　
子
　ハ

ク、
曰　
　な

ん
ゾ

ル
ト
盍
三　
各
　ヽゝ　
　ハ言
二　
　な

ん
ぢ
ノ

爾
　
　ヲ

。
志
一　
子
路
　ハ

ク、
曰　
　ハ

ク
ハ

願
　
車
馬
衣
　け

い軽　
　き

ゅ
う、

裘　
　與
二　
朋
　友
一　
　ニ

シ、
共　

　や
ぶ
ル
モ

敝
レ　
　ヲ之　
而
　カ

ラ
ン
ト

無
レ　
　う

ら
ミ。

憾　
顔
淵
　ハ

ク、
曰　
　ハ

ク
ハ

願
　
　ク無
レ　
　ほ

こ
ル

伐
レ　
　ニ

、
善　
　カ

ラ
ン
ト

無
レ　
　ス

コ
ト

施
レ　
　ヲ

。
勞　
子
路
　ハ

ク、
曰　
　ハ

ク
ハ

願
　
　カ

ン
ト

聞
二　
子
之
　ヲ

。
志
一　
子
　ハ

ク、
曰　
老

　ハ者　
　ン

ゼ
シ
メ

安
レ　
　ヲ

、
之　
朋
　ハ友　
　ゼ

シ
メ

信
レ　
　ヲ

、
之　
少
　ハ者　
　な

つ
ケ
シ
メ
ン
ト

懐

レ　
　ヲ

。
之　

【
変
更
後
】
顔
淵
・
季
路
　ス

。
侍　
子
　ハ

ク、
曰　
　な

ん
ゾ

ル
ト
盍
㆔　
各
〻
　ハ言
㆓　
　な

ん
ぢ
ノ

爾
　
　ヲ

。
志
㆒　
子
路
　ハ

ク、
曰　
　ハ

ク
ハ

願
　
車
馬
衣
　け

い軽　
　き

ゅ
う、

裘　
　與
㆓　
朋
　友
㆒　
　ニ

シ、
共　

　や
ぶ
ル
モ

敝
㆑　
　ヲ之　
而
　カ

ラ
ン
ト

無
㆑　
　う

ら
ミ。

憾　
顔
淵
　ハ

ク、
曰　
　ハ

ク
ハ

願
　
　ク無
㆑　
　ほ

こ
ル

伐
㆑　
　ニ

、
善　
　カ

ラ
ン
ト

無
㆑　
　ス

コ
ト

施
㆑　
　ヲ

。
勞　
子
路
　ハ

ク、
曰　
　ハ

ク
ハ

願
　
　カ

ン
ト

聞
㆓　
子
之
　ヲ

。
志
㆒　
子
　ハ

ク、
曰　
老

　ハ者　
　ン

ゼ
シ
メ

安
㆑　
　ヲ

、
之　
朋
　ハ友　
　ゼ

シ
メ

信
㆑　
　ヲ

、
之　
少
　ハ者　
　な

つ
ケ
シ
メ
ン
ト

懐

㆑　
　ヲ

。
之　
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④ 訓点文用スタイルファイルとの併用

謝

辞

こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
成
す
る
の
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
方
ヽ
の
ご
協
力
を
戴
き

ま
し
た
。u

m
s
.
s
t
y

を
作
成
さ
れ
た
稲
垣
淳
さ
ん
は
マ
ク
ロ
を
參
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
角
藤

先
生
はu

d
v
i
p
s

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
こ
れ
が
な
か
っ
た
ら
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
ろ
う
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
内
山
先
生
はM

x
d
v
i

をU
T

F

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
対
応
し
て
く
だ
さ
る
と
と
も
に

A
d
o
b
e-J

a
p
a
n
1
-5

の
直
接
ア
ク
セ
ス
方
式
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、C

M
a
p

フ
ァ
イ
ルA

d
o
b
e-J

a
p
a
n
1
-5

-V

も
ご
用
意
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
井
上
先
生
は
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
イ
ル
の
改

良
案
と
と
も
に
、様
ヽ
な
記
号
類
が
簡
単
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
す
ば
ら
し
い
マ
ク
ロ
集u

t
f
a
j
m
a
c
r
o
s
.
s
t
y

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
小
川
先
生
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
配
布
や
普
及
活
動
な
ど
と
と
も
に
様
ヽ
な
ア
ド

ヴ
ァ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福
田
恆
存
氏
の
「
　

わ
た
く
し

私　
の
國
語
敎
室
」
を
讀
ん
で
、
こ
の
樣
な
組
版
がT

E
X

出
來
れ
ば
と
思
つ
て
ゐ
ま
し
た

が
、
　や

う
や漸　く

現
實
的
に
な
つ
て
き
ま
し
た
。
活
用
し
て
戴
け
れ
ば
幸
ひ
で
す
。
普
及
を
ね
が
ひ
つ
つ
。

十三


